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広島藩浅野家初代藩主・浅野長晟書状 （年不詳）5月 27日

山田家文書（8810-79-2）

江戸から帰参を許された長晟が、京都から国元の山田監物に宛てた書状である。無事に

京都に着いたので安心されたい、という内容である。文中に見える「岩松」は長晟の嫡子，

後の光晟である。

長晟は浅野長政の二男で、兄幸長が死んだあと家督を継いで和歌山を所領としていたが、

元和 5 年に広島に転封された。以後、広島浅野家は、明治維新まで 12 代続くことになる。
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